
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度

42

25

47

◆総合計画における位置付け等 平成18年 月 日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 雨水対策の推進 課長名 竹田 幹夫

評価担当部 土木部

第６節 下水道の整備と管理

指標５

達成率 #DIV/0!

指標４

達成率 #DIV/0!

34 21

道路冠水被害未対策箇所に
おける被害発生想定件数。
28

指標３

達成率
19

194

3

15 21

床上・床下浸水被害未対策
箇所における被害発生想定
件数。13

指標２

達成率
19

196

1

65 21

「雨水対策整備プログラム」
に定められた浸水被害解消
の目標箇所数。平成２６年度
までに １１４箇所を整備予
定。

73
指標１

達成率
19

100

42

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

平成１７年度

指標４

指標３ 道路冠水被害未対策箇所における被害発生件数
上記プログラム中、道路冠水未対策箇所に対し
て、当該年度に道路冠水被害が発生した件数。 ３（件）

平成１７年度

指標２ 床上・床下浸水被害未対策箇所における被害発生件数

上記プログラム中、床上・床下未対策箇所に対し
て、当該年度に床上・床下浸水被害が発生した件
数。

1（件）平成１７年度

指標１ 緊急雨水対策事業整備率当該年度対策個所÷緊急雨水対策個所×100

「雨水対策整備プログラム」に定めた緊急雨水対策
箇所に対して、当該年度までの累計に対してに浸
水被害を解消した箇所の割合。

（42÷42）×100＝
100.0（％）

＊人件費は、一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

大規模雨水幹線及び雨水調整池取得事業が概ね完了し、雨水管の
工事本数も減少したため。

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 5,691 3,496

合計 3,505,741 2,331,530

事業費 2,220,359

人件費 111,171

目標値の考え方（根拠）

本市では市街化の進展により雨水の流出量が増大し、浸水被害が発生しています。そのため、平成１６年８月に策定された「相模原市雨
水対策基本計画」の方針に則り、平成１７年度～２６年度の１０年間に、特に床上・床下浸水被害箇所や道路冠水等大雨による被害の解消
を目的に、緊急雨水対策事業箇所として１３２箇所を定め、優先的に事業を進めるため「雨水対策整備プログラム」を作成しました。
このプログラムにより溝上大野台、麻溝台地区雨水幹線を中心として計画的に雨水管整備を進めています。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

基本目標 躍動し 魅力あふれる交流拠点都市をめざして 施策コード 32620

政策名（章） 第２章 質の高い都市基盤の整備を進めます

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 下水道整備課



１次評価

Ａ

２次評価

Ｂ

３次評価

課題

解決策

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

設定された指標の目標値の水準が甘く高評価となっている有効性の評価が難しい状況となっている。より実情に近い
水準での目標設定が望まれる。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 10 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

④ 2 1

前回調査結果同様に満足度、重要度ともに高く、床上。床下浸水や道路冠水の解消といった市民
生活に直結する事業を展開している。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

4 ② 1

コストも含めた総合的な見地から最良の工法を積極的に採用するとともに、国庫補助金
の獲得に努めています。また、年次計画の妥当性等、無理・無駄な事業を見直すことによ
り、経費の縮減を図っています.

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

④ 2 1

大規模雨水幹線の計画的な整備や緊急性のある雨水管きょを優先的に整備することにより、浸
水被害地区は着実に解消されています。

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.426で51施策の中で3番目。
○重要度は4.125で12番目である。
○改善要望度は0.0126で24番目である。
○年齢別にみると、満足度は60歳以上で高く、40歳代で
もっとも低くなっている。
○重要度は60歳代でもっとも高く、30歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度、重要度ともに施策の順
位は前回調査と同様である。
○満足度の順位では、前回調査と大きな差はみられず、全
ての年代で上位10施策に入っている。
○重要度の順位では、20歳代で上がっている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

下水道の整備と管理

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 32620

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

溝上大野台雨水幹線整備
補助事業 （継続費） 下水道整備課 1 2.00 16,100 615,479 631,579

麻溝台地区雨水幹線整備
補助事業 （継続費） 下水道整備課 2 2.00 16,100 50,370 66,470

緑が丘雨水幹線整備補助
事業 （継続費） 下水道整備課 1 2.00 1,001,885 0 0

公共下水道 整備事業（補
助事業） [雨水対策分] 下水道整備課

2 7.30 1,868,131 3 4.00 32,200 941,119 973,319

公共下水道 整備事業（そ
の他整備） [雨水対策分] 下水道整備課

3 4.50 227,054 4 2.00 16,100 79,102 95,202

公共下水道 測量設計委託
[雨水対策分] 下水道整備課 4 1.00 28,255 5 1.00 8,050 5,665 13,715

負担金・補償金 [雨水対
策分］ 下水道整備課 6 1.00 8,050 36,263 44,313

雨水浸透施設設置助成事
業 下水道管理課 5 0.01 1,228 8 0.01 81 791 872

雨水浸透能力調査費 土木計画課 6 0.07 600 0 0

排水路整備事業（市内一
円） 下水道整備課 7 0.50 18,928 7 0.50 4,025 0 4,025

西橋本地区雨水調整池取
得事業 下水道管理課 完了 0.04 272,642 0 0

相原４丁目土地区画整理事
業雨水調整池負担金 下水道管理課 完了

0.01 81,509 0 0

しおだ土地区画整理事業雨
水調整池負担金 下水道管理課 完了 0.01 5,509 0 0

青葉地区雨水調整池取得
事業 下水道管理課 完了 0.30 2,415 60,858 63,273

大野台第３雨水調整池取
得事業 南土木事務所 完了 1.00 8,050 430,712 438,762

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

15.44 3,505,741 13.81 111,171 2,220,359 2,331,530

15.44 3,505,741 13.81 111,171 2,220,359 2,331,530合計

計

雨水対策の推進



コード 32620

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

雨水対策の推進


